
千屋花見式炭焼窯の築窯方法 

 

  新見市千屋花見地域は、古来より砂鉄を溶かして良質な砂鉄を造るタタラ製鉄が盛ん

で、その燃料として不可欠な炭焼きが盛んに行われていた。 

 しかし、燃料革命以後炭の需要が少なくなったことにより、炭焼き技術を伝承する人

がこの地から途絶えてしまい、地元からは技術の継承を望む声が高まっていた。 

 このため、技術継承を目的として、「新見美しい森」のエリア内に本格的な黒炭用の

窯が１基設置された。 

 千屋花見地区においても現在稼働している炭窯は２基しかなく、今後伝統的な炭焼き

技術の伝承が課題となっており、この炭窯の築窯技術と製炭技術について地元の炭焼き

名人に聞き取り調査を行うとともにその過程を整理して後世に伝承する資料とする。 

 

○千屋式炭焼き窯の築窯技術 

 

   窯は一般的な黒炭窯

の構造として、細部につ

いては、地元に古くから

継承されている大きさを

参考とした。 

 商用の窯だと 60 俵出

しなどの大きな構造とな

るが、今回は一般の研修

にも利用できる大きさと

したため少し小振りの大

きさで、製炭能力は約 20
俵出しとしている。 

 

 

 ①用地の選定                             ②バックホウでの掘削 



  ③荒堀完了（大きめに掘削）              窯底を掘る 

 

 

④窯壁の準備作業 

   
  窯壁は竹で大まかな形に組んだ後、外側に練り土を埋め戻して締め固める。 

 現場においては石や木の根などが存在するため最初から完成形の窯壁の形にすること

は無理があるため、このような方法をとっている。 

 

 



  ⑤窯口の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   窯口には石を積んで整備する。窯底は彫り込んで防湿装置をつくる。 

 

  ⑥煙道を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐火煉瓦を積み上げて煙道を整備する。完成

後はたき火をして乾燥させる。 



⑦炭材の投入 

 

  炭材を奥から順番に並べる。（元口、末口はランダムで隙間ができないように）   

                                       
切子、端材を置いて窯屋根の形に整える。     

⑧天井（甲）の制作 

切り子の上に麻袋を敷いて土をかける。  

土を叩いて締め固め内部の空気を出す。 



 

   
土は赤土ばかりでは窯表面が割れるため、マサ土を混ぜる。 

 

⑨小屋組の制作 

                                           

窯の上に小屋組をつくり、雨の進入を防止する。       完  成    

 


